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警告：合計が違います

会
場

○(新潟県)

16:15大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

09F4

期
日

2010年（平成22年) 8月9日(月)

下松スポーツ公園体育館

女子1回戦

新潟教員 115 38 茨城教員

警告：合計が違います

(茨城県)●

主審 副審 樋口　道典  羽村　和大
場
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新潟教員 茨城教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 6 0 3 0 2 2 3 4 2 0 1 0 0 2 0

5 4 0 2 0 1 0 2 5 ＊ (C) 2 0 1 0 1 2 0

6 ＊ 18 0 9 0 1 5 2 6 ＊ 6 0 3 0 0 2 0

江 原 祥 子

山 口 真 弓

選　手　氏　名 選　手　氏　名

廣 瀬 涼 子

３Ｑ・４Ｑ１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

07:16 －
OT1 OT2

西 潟 洋 子

藤 田 陽 子

五十嵐 晶 子

１Ｑ・２Ｑ
タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

35:56 －04:22 15:17 24:01 33:59 －－ － － －
OT1 OT2

－
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6 ＊ 18 0 9 0 1 5 2 6 ＊ 6 0 3 0 0 2 0

9 ＊ 33 1 14 2 1 5 7 7 4 0 2 0 1 1 1

10 - - - - - - - 8 ＊ 4 0 2 0 2 2 0

7 ＊ 28 4 8 0 2 3 2 9 ＊ 20 1 7 3 2 11 0

15 - - - - - - - 10 ＊ 0 0 0 0 2 2 0

16 14 2 4 0 2 3 1 12 0 0 0 0 0 1 0

17 - - - - - - -

18 ＊ 12 0 4 4 1 6 3

山 口 真 弓

小谷野 真 以

鈴 木 貴 子

土 屋 奈美子

西 潟 洋 子

池 尻 真希子

村 山 優 美

竹 田 朋 江

星 山 尚 子

笠 井 麻 耶

石 田 真奈美

長 塚 由 貴

萩 原 麻 里

中 澤 加奈子
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115 7 44 6 10 24 20 38 1 16 3 8 23 1

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

コーチ 石 橋 郁 夫

合計 合計

コーチ姫 路 環
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戦　　評

両チームハーフコートマンツーマン。新潟はアウトサイドからのシュートを中心に得点を重ねる。茨城は

新潟の厳しいディフェンスに苦しみ、新潟の＃１８を起点とした速い展開から点差を広げられる。２５－１

０と新潟リードで１Ｑ終了。２Ｑも茨城は新潟の激しいマンツーマンディフェンスを攻略できずターンオー

バーを連発。また、新潟はオフェンス・ディフェンスリバウンドをことごとくものにして流れを掴む。新潟

は速攻に加え、＃７と＃９の３Ｐなどアウトサイドからのシュートも決まり、点差を広げていく。６２－１

６と新潟リードで前半終了。３Ｑ新潟はディフェンスが少し甘くなるが、要所で厳しいディフェンスからの
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両チームハーフコートマンツーマン。新潟はアウトサイドからのシュートを中心に得点を重ねる。茨城は

新潟の厳しいディフェンスに苦しみ、新潟の＃１８を起点とした速い展開から点差を広げられる。２５－１

０と新潟リードで１Ｑ終了。２Ｑも茨城は新潟の激しいマンツーマンディフェンスを攻略できずターンオー

バーを連発。また、新潟はオフェンス・ディフェンスリバウンドをことごとくものにして流れを掴む。新潟

は速攻に加え、＃７と＃９の３Ｐなどアウトサイドからのシュートも決まり、点差を広げていく。６２－１

６と新潟リードで前半終了。３Ｑ新潟はディフェンスが少し甘くなるが、要所で厳しいディフェンスからの

速攻を狙い、得点を重ねていく。茨城はインサイドにパスが通るようになるが、新潟のディフェンスにプ

レッシャーを受け、シュートがなかなか入らない。８８－３１と新潟リードで３Ｑ終了。４Ｑも新潟は運動

量を落とさずに厳しいディフェンスと速攻で確実にリードを広げた。１１５－３８で新潟が勝利。
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